
 1.熊本地震について

人的被害

※ウィキペディアより

2.通潤橋

水を通す石橋「通潤橋」

地震の影響で、放水は中止、立ち入りも禁止であった。

　放水時の参考写真
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　熊本地震は、2016年（平成28年）4月14日21時26分に熊本県と大分県で相次いで発生した地震
である。
　最も大きい震度7を観測する地震が2回、4月14日夜および4月16日未明に発生したほか、最大
震度が6強の地震が2回、6弱の地震が3回発生した。
　この14日の地震は、北北西-南南東方向に張力軸を持つ、この地方で一般的な「右横ずれ断
層」型であり、北北東-南南西方向に伸びる震源断層を持つと推定されている。地震調査委員会
は、この地震および翌日のMj6.4の地震は、日奈久断層帯（約81km）の北端部に当たる、高野-白
旗区間（約16km）の活動によるものとの見解を発表している。



3.霊台橋（れいたいきょう）

霊台橋は熊本県美里町の緑川に江戸時代後期に架けられた石橋

国の重要文化財に指定されている

落橋している。（車窓から撮影）
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 4.熊本城

多くの落石が見られる 城壁も崩壊している。写真中央付近

ボランティアガイドさんのパンフレットより
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　熊本城は、地震の影響で城壁などが崩壊し、立入り禁止となっている。ボランティアの方々にガ
イドをしていただき、説明を受けた。
　なお、宇土櫓などの現存する櫓・城門・塀13棟は国の重要文化財に指定されている。また、城跡
は「熊本城跡」として国の特別史跡に指定されている。



 5.益城町

熊本地震で震度７の激震に２度見舞われた熊本県益城（ましき）

住宅地の斜面崩壊

橋梁上部工の移動

家屋の倒壊

仮設ベットの展示

←仮設住宅
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　6.阿蘇神社

　阿蘇神社を含め、多くの重要文化財も被災した。

　7ヶ月経った今も、手つかずの状態であり

　復旧には相当時間がかかりそうである。

地震前の楼門（重要文化財）
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　7.鼻ぐり（はなぐり）

菊陽町鼻ぐり井手公園　パンフレットより
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